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1．問題の所在

　 1990年代以降、我が国の 教育社会学は、社会史

研究や構築主義 の 隆盛もあ っ て 、 教育言説 の分析

を広く展開 し、多くの 研究成果を蓄積 して きた。

しか し、そ の 多くは、新聞、雑誌、書籍とい っ た

文字メディ ア を素材 としたも の であ り、現在我 々

が 日常的に接触す る主た る メディ ア で あ る テ レ ビ 、

Web とい っ た音声／映像系 ・文字／映像系メディ

ア を対象 とする研究につ い て は、ほ とん ど手つ か

ずになっ て い る。
しか し、 生き て作用す る世論 （力）

を理解するには、文字メディ ア 以上 に即時的で あ

り、圧倒的に 日常化 して い るテ レ ビ とい う映像メ

ディ ア の 影響を無視する こ とはできない
。 本報告

では 、 教育世論は教育世界に関する全体的な印

象 ・情動で あ り、社会 ・政治へ の 要求で あ る とい

う理解に立 っ て 、教育世論構成の メ カ ニ ズ ム につ

い て 、テ レ ビの メデ ィ ア特陸につ い て の 理論的検

討及 び若干 の 報道事例の 分析を通 して考察する 。

2。なぜメディ ア／世論構成に注 目するの か

　現在、メ デ ィ ア は変動期に あ る もの の 、マ ス メ

ディ ア の影響は依然として巨大である。他方、教

育は、それ 自体が高度に言説的 ・
イメ

ージ的 ・情

動的に構成され 、テ レ ビ メディ ア との 共鳴度が高

い領域で あるに もかかわらず、両者の関連は深く

問われない まま放置されて きた。さらに 「政治」

「行政」　 「公衆」 の 三者で 構成された政治シ ス テ

ム の ハ イ ア ラ
ー

キカル な構造が弱まる こ とで流動

化 しつ つ あ る現在、　 「政治」 と　「公 衆」 を媒介す

る世論の重要性が高ま り、教育も世論の影響を強

く受けるよ うになっ て い る。今や世論 とメディ ア

の 関係を究明す るこ とは、民主主義 の 質を問う上

で、避けて通るこ とはできない 課題で ある。

3 ．メディ ア分析の 基本視角

　で は、メディ ア分析の特徴はど こ にあるの か。

現象を無心 に観察するとい う方法で は、なか なか

メデ ィ ア の 効果 を観察する こ とにはならない。私

たちは通常、メデ ィ ア （眼鏡などの 道具）を使 っ

て何か を観察 （行為）する際、対象 （行為 の 帰結）

に心を奪われ、メディ アそれ 自体を意識する こ と

はな い か らだ。そ こ で ある種の 理論的バ イ ア ス （補

助線）が メディ ア の 観察には必要 になる。

　本報告で は、　 「メディ ア はメ ッ セ
ー

ジで ある」

とい うマ ク ル
ー

ハ ン の テ
ー

ゼ をさ し あた っ て の 出

発点に据えるが、そ こ には、メデ ィ ア は 五感 ・身

体の 拡張であり、それを通 して リア リテ ィ （環世

界）を構成する媒体で あ り、 た とえそれが観察 ・

伝達 ・表現を行 うもの に過ぎない場合で も、それ

自体が世界 へ の 介入 ・行為 ・f働 で ある、とい っ

た意味が含まれ る。

　本報告で 扱 うメ デ ィ ア は テ レ ビで ある。こ の メ

ディ ア は 情報を伝達 し、世界 ・現実を映し出す （透

明な）媒体 （で あるべ きだ）とされるが、こ の よ

うな想定自体が、こ の メデ ィ ア によ っ て仕掛けら

れ た罠で あるとい っ て よい
。

　以上 を踏まえた上 で 、各メ デ ィア 特有の メ デ ィ

ア バ イ ア ス やメディ ア 特有の 形式 が 生み出す物質

的効果に つ い て詳細に観察するこ とが必要 だ。 た

だ し、こ こ でバ イア ス の 外部に 「真 の 真実」 を想

定し て い るわけで も、バ イア ス それ自体を否定 し

た い わけで もない。バ イア ス は生成す る力 ・
つ な

ぐ力で もあり、バ イ ア ス の 功罪は、文脈 の 中で判

定され るべ きもの で ある 。 とは い え、私たちは、

バ イ ア ス が生 じる仕方
一

こ こ で は情報が選択 され

る際に働 く力や 1青報の流れを制御する仕組み な ど

一を観察 し、それぞれの文脈の 中で それが持つ 意

味や効果を考察する こ とはで きる。

　た とえば、テ レ ビや新聞、ネ ッ トなどの 通信メ

ディ アにおい て情報の選択や編集は重要ポイン ト

で あるが 、 情報選択等に影響を与 える内部的傾向

性 として すぐ思い 浮かぶ の は、〈見て もら うた め

の 工夫が必要〉 とい う条件で ある。ある程度能動

的読者を想定で きる新聞と比 べ 、時間毎の視聴率
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が重要になるテ レ ビ で は、視聴者の 受動的な構え

によ り適応 し、退屈させな い 、知性に負担をかけ

すぎない とい っ た要請が、報道の内容や形式 へ の

バ イ ア ス を か ける。

　〈電子メディ ア として の バ イア ス 〉

　世論形成に とっ て の テ レ ビメディ ア の重要性を

理解するには 、 それ が人間 の どの 感覚を拡張 ・再

編す るメデ ィ アであるか に注 目す る必要がある。

　マ クル
ー

ハ ン （1964／1967）に よれば、テ レ ビ な

どの 電子メディ ア は、諸感覚を分離 し分析的で あ

る こ とを特徴とする視覚メディ ア で も、精細度 の

高い 情報を提供するホ ッ トなメディ ア で もな く、

諸感覚を包摂 し圧縮 されたイメージ を提供するク

ー
ル なメディア で

、 視聴者 へ 情報を伝えるよ りも、

状況に巻き込む もの であ る。

　テ レ ビ は単に 「わか りやすさ」を狙 っ て 善／悪 の

二 元論を提示するの で はない。　 「善」 は無謬で か

弱い存在 、　 「悪」 は憎く ・
ふてぶて しい存在とし

て 描かれ、そ こ に ドラマ が立ち現れ る。悔しさ、

無念さ （歓び、感動）などの情動を伴 う衝撃的な

現在に、多 くの 「○○人」 が立 ち会っ て い るとの

ライブ感覚が共有される こ とで 、感情 の 共同体が

構築される。意見の
一

致や合意が問題なの で はな

い
。　 （切迫 した）状況に置か れ て い るこ との 共通

了解が、道徳的で情動的な 「空気」 を醸成する。

　テ レ ビはまた、自らの 身を隠 しながら （安全圏

か ら）世界を傍観 ・観察する 「の ぞき見」 的な衝

動に駆動されたメデ ィ ア で もある。こ うしたテ レ

ビ メデ ィ ア の 構造は、こ の 社会を 「傍観的観衆」

とその 「タ
ー

ゲ ッ ト」 か らなる二層へ と構造化す

る。大衆 とは、まさに こ の よ うに して 構成された

社会や政治の 観察者 ・傍観者で あ り、い つ で もそ

こ にはタ
ー

ゲ ッ トを求める鞴 がな されて い る 。

　役者 （強者 と弱者）が揃 い 、誰もが情動的に コ

ミッ トしやすい教育の領域は、ま さに こ うしたテ

レ ビ メデ ィ ア に共鳴する素材に満ちて い る。

　言説分析 の 視点 ・方法で は、こ うし た世論の 生

きた力を理解する こ とはで きな い
。 後述するマ ル

チ モ ダリテ ィ分析は、こ うした複雑 さを記述する

方法である。

〈マ ス メディ ア として の バ イ アス 〉

　テ レ ビ と教育世論の 深 い つ なが りを理解す る に

は、こ の メディ ア が情報を選択し伝えるだけで な

〈、 「伝達する」 とい う事実／行為を通 して 、当該

情報を公式認定 し、 後続す る コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン

の 共通前提を創出する 「力」 を保持 した マ ス メデ

ィ ア で あるこ と も考慮に 入れ る必 要がある。

　 とは い え こ こで 、
マ ス メディ ア の 権力性を強調

するだけで は不十分だ。こ こ で言 うマ ス メディ ア

は、　 「送 り手 」 と 「受け手 」 が直接にイ ン タ
ー

ラ

ク シ ョ ン しない こ とを条件として形成され る シ ス

テ ム で ある （ル ー
マ ン 1996／2005） 。

マ ス メデ ィ

ア における リア リテ ィ構成には、コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ

ョ ン プ ロ セ ス 全体がかかわっ てお り、　 「送 り手」

だけ で な く 「受け手」 も重要な役割を担 う。

　なるほ ど、情報を垂直に流す トッ プダウン の報

道にお い て 「受け手 」の 存在は、ほ ぼ無力で ある。

しか し、 無力 と無意味は違 う。 実は こ の プ ロ セ ス

の 中で視聴者は 「教え導かれ るべ き存在」 として

構成 され、こ の ような想定がプ ロ セ ス 全体を支え

て い る。とは い えこ の 場合、自己準拠的な情報選

択 （コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン接続へ の気遣い ≒視聴率）

よ り、他者準拠的な情報選択 （他の 基準か ら見た

情報 の 重要性〉が優先され るの は事実だろ う。

　 これ に対 し、消費時代にお けるテ レ ビ の 自己肯

定を経て、情報の フ ラ ッ ト化や市場競争の激化を

背景に 、テ レ ビが危機的状況を迎えつ つ ある今 日、

テ レ ビ はますます 自己準拠的なバ イア ス の もとで、

そ の 情報選択を行 う傾向を強めて い る。

　その結果何が生 じるの か。そもそもテ レ ビ （局）

に とっ て視聴者はお客様で あり、その欲望を満足

させ る こ とが務め で ある。電子 メデ ィ ア は思考よ

り全感覚に働きかけるもの で あるが、こ こ にサ
ー

ヴィ ス へ の傾倒が加 わ る こ とで 、マ
ー

ケテ ィ ン グ

的手法を駆使 し視聴者の欲望や幻想に無批判に迎

合す るなど、自己準拠への 短絡が 生じる 。

　 こ うしたサ
ーヴィ ス 精神に浴れたテ レ ビが、視

聴者 の 生活の 不安や政治的要求を代弁する こ とで 、

社会や政治 へ の要求が過剰に産出される よ うに な

る。テ レ ビの 「お客様」 で ある視聴者は、行政サ
ー

ヴィ ス の 「お客様」 、 そ して 「要求する市民／

賑 」として構成され 、世論の 醸 もア ッ プする。

　本報告で は、以上 の ような特hiを持っ テ レ ビ メ

ディ アが、教育世界をい かに描きだし、教育世論

を構成 して い くの か、事例を通 して 考察する。

　　　　　　　　　　　　　　　 （越智康詞〉
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4 ．テ レ ビメディ ア分析の方法 と事例の概要

　次に 、 研究方法 （デー
タベ ー

ス 化 の 方法） とデ
ー

タ の分類・分析の仕方、質的な内容分析 の 方法、

対象と した事例の概要に つ い て 述べ る。

4・1 報道内容のデータベ ース化の方法

　テ レ ビ メディ アによる報道内容 の デー
タベ ー

ス

化は 、以下の よ うな方法で行 っ て い る 。

（1）作業地 ： 関東と関西の 2 地域

（2）作業者 ：4名 （関東 2 名、関西 2名）

（3）作業期間 ：
　 2013 年 7 月〜現在に 至 る

（4）対象局 ： 地上デジタル 放送局 （9 局）

（5）関東 ：NHK と民放キ
ー

局系 4 局 （TBS 、 テ レ

　 ビ朝 日、日本テ レ ビ、フ ジテ レ ビ）、

　 関西 ：民放キ
ー

局系 4 局 （毎 口、朝 冂、読売、

　 関西）

（6）文橡 番組 各放送局の定時の ニ ュ
ー

ス 、ワ イ ド

　 シ ョ
ー

、 報道番組 （不定期の 特集／ ドキ ュ メ

　 ン タリ
ー除 く）

図表1 教育関連の報道内容の分野別分類

4−2 分野別分類の方法

　現在、テ レ ビ は どの よ うな教育関連情報を、ど

の程度取 り上げてい るの か 。 本報告で は、2014

年 4 月 と 2014 年 12 月 の NHK 、日本テ レ ビ、フ

ジテ レ ビ をサン カ レ と し、対象 と した放送局の 1

ヵ 月分 の イ ン デ ッ クス 及 びデー
タベ ー

ス か ら、そ

の 月 の 教育関連 の 報道内容 と、 それぞれ の 内容分

野ごとの報道数を集計 した。内容項 目の分類につ

い て は、小林 （2008）の 分析 コ
ー ド表に依拠 し、

教育関連の 「政策」 「選挙」 「少年犯罪」 「事件 ・

事故」 「イベ ン ト」　 「社会現象」 「裁判」　「学校

教育」　 「ス ポーツ 」　 「そ の 他社会」 と して 設定 し

た。図表 1 がそ の 集計結果であ る。 以上の 結果か

ら、政策に 関する報道 に つ い て は NHK に多く民

放に少ない 、少年犯罪、事件 ・事故などセ ンセ ー

シ ョ ナル な報道にっ い ては、視聴率が より経営に

直結 しやす い 民放に多く見 られるなどの傾向を伺

うこ とができる 。

政策　一一一一一
選挙

少年犯罪 事件
・
事故 イベント 社会現象 裁判 学校教育 スポーツ その他社会 計

NHK14 　　　　 0 11 15 9 1 3 24 2 48127

2014年4月 日テレ 6　　　　 0 24 69 17 7 8 10 9 45195

フジ 5　 　　　 0 18 51 10 4 7 9 3 30137
NHK6 　　　　 5 4 5 1 1 0 6 0 24 47

2014年12月 日テレ 1　　　　 0 14 31 6 4 6 6 1 2ア 96
フジ 3　 　 　 　 3 11 27 1 4 8 3 1 23 81

4−3 質的な内容分析の方法

　伊藤 （2006）によれば、文字や音声言語とい っ

た言語だけでな く、 物 、 色 、 形 、 配置とい っ た言

語以外 の もの す べ てが、社会的な意味作用 を作 り

出す媒体で ある 。 語 りや映像などが セ ッ トになっ

て作 り上げられて い るテ レ ビ メディ ア分析にお い

て も、言語以外の もの を無視する こ とはで きない。

テ レ ビ メデ ィ ア は、言語 と言語 以外の もの の 組み

合わせ に よっ て 、 語 られ る内容を規定 して い くか

らで ある。

　そ こ で本報告で は、　 「ニ ュ
ース ・

テク ス トを構

成する諸記号 の 、言語的、映像的、音響的な様態」

（伊藤 2006）を記述す る方法 で あるマ ル チ モ ダリ

テ ィ分析の手法を援用 し、対象 と した教員報道と

少年報道で映 し出されて い る言語、映像、音響を

記述 して い くこ とを試み る。 アナ ウ ン サ
ーやキ ャ

ス タ
ー

などの語 り、イン タビュ
ー

を受けて い る人

の年齢や肩書き、テ ロ ッ プ の配置や大 きさ、 効果

音、挿入映像に映 し出されて い るもの などが記述

の 対象 となる 。

　分析す るにあた り、　 厂カ ッ ト」 と呼ばれ る被写

体が存在す る空間 の 時間的 ・写像的に断絶の ない

映像を最小単位 とした （吉田 2008）。 まず、 対象

と した教員報道や少年報道をカ ッ トごとに 「カ ッ

トの 概要 」　 「誰が （もの の 場合もある）」　 「ど こ

で」　 「何を して い るか 1　 「取材方式 （資料映像、

街頭イ ン タ ビ ュ
ー

な ど）」 を記録 し、カ ッ ト別デ

ータを作成 した （図表 2）。カ ッ ト別データを作

成する こ とで、頻出度 の 高い 人やもの など映像の

特徴、報道の 形式や流れを把握する こ とができる。

　さらに、対象と した報道の特徴的な部分 （連続

的なカ ッ ト）を抜き出し、誰が何を語 っ て い るか

とい っ た 「語 り」、テ レ ビ画面 に は何がどの よ う

に映し出されて い るか とい っ た 「ヴィジュ アル 構
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成」 、何が どの よ うに記述 ・表示 されて い るか と

い っ た 「テ ロ ッ プ」を記述 して い っ た （図表 3）。

そ うすることで、複雑なテ レ ビ メディア の 報道内

容の物質的効果の記述が 可能となり、〈 見て も ら

うための 工夫 〉 や、視聴者を ドラマ の 世界へと巻

き込 ん で い くプ ロ セ ス を明 らか にする こ とが で き

る 。

図表2 カット別データ（「高1担任教師が入学式欠席賛否」2014年4月14日フジテレビ『とくダネ！』（8：00〜9：50））
番号 カットの概要　　　　　　　　　　　　誰が　　　　　　　　　　　　　　　どこで　　　　　　　　 何を　　　　　　　 取材方式

1 ス タジオ、菊川、小倉、梅津 菊川 スタジオ 一

2 誰もいない教室 ＊＊＊＊黒板、教卓、机、椅子 教室 一 資料映像

3校舎と桜（学校） ＊＊＊＊校舎、桜 学校 一 資料映像

4 入学式（新入生の名前を呼ぶ） ＊＊＊＊入学式の様子、生徒と校長 体育館 一 資料映像

図表3 特徴 的なカッ トの 記 述 （「高 1担 任教 師 が 入学 式 欠席 賛 否」2014 年 4月14 日フ ジ テレビ『とくダネ ！』（8 ：00−−9 ：50））

画面 右 上 の テ ロッ プ ：息 子 の 高校 入学 式優 先で 波紋 ／ 高 1担任 教 師が 入 学 式 欠席 ／ 賛 否 両論

番号 語 り ヴィジ ュ ア ル 構 成 テ ロ ツ プ

1MC
（菊川）：担任 の 先生 が 入学式の 日に

い なか っ たらどう思い ます か ？
（ス タジオ ）MC3 人 。カメラ 目線。 家庭優先 し入 学 式 欠席 で 賛否

2
ナ レ

ー
シ ョン ：

一
人 の 教師の とっ た 行動 が

い ま波 紋を広 げ て いる。

（教室 内）黒 板、教卓、机、椅子。斜め

から撮 る（左下 が下 が り、右上 が上 が

る）。

高1担任教師が入 学式欠席賛否 （右

上）／ 波 紋 （右 下 に 大きく）

3、4

ナ レ
ー

シ ョ ン ： 埼玉 県内 の 県立高校で

こ の 春、一年 生 の 担任 とな っ た50歳 代

の 教 師 が、入 学 式 を欠 席 した。そ の 理

由 ぱ

（学校）校舎と桜。体育館 で の 入学 式

の 様子 。生徒 と校 長。
1年 生 の 担任教師が入 学式を欠席

（欠席 の 文字 大きく）

4−4 対象とした事例の 概要

　本報告で は、教員報道 と少年事件報道の 二 っ を

事例として取 り上げ、質的分析を試み る。

　教員報道で取 り上げるの は、2014年 4月 14 日

（月）の フ ジ テ レ ビ 『とくダネ ！』（8 ：00〜9 ：50）

で報道された 「高 1担任教師が入学式 を欠席」 で

ある。これは、ある高校の 1年生 の担任教師が、

自分 の 高校 1年生の 息子 の 入 学式に参列するため、

職場 の 入学式を欠席 した とい う内容の 報道である。

こ の 高校教師は何か法に触れ る行為を行 っ たわ け

ではない が、テ レ ビ メディ ア にお い て 報道 される

べ き対象として選択され、不祥事 として扱われた

ケ
ー

ス である 。

　少年報道につ い て は、2015 年 2 月 20 日（金）か

ら 3 月上旬 に かけて 各局で 盛んに報道 され た 「川

崎市中 1 男子生徒殺害事件」 を事例 として取 り上

げる。川崎市に住む 中学 1年生の男子生徒が、知

り合 い の 少年たちによっ て多摩川 の 河川敷で殺害

され た事件で あ る、

　当日の 発表では、こ の 二 っ の 報道の 特徴的なカ

ッ トごとの記述 （映像や コ メ ン テ
ー

タ
ー

の 発言 等）

をもとに、テ レ ビ ＝ 視聴者が無責任な見物人 へ と

生成す ると同時に、学校や教師が愚かな見世物 と

して構成 され て い く様子や、い かに して テ レ ビ が、

事件や 出来事の事実報道とい う名 目の 下 、 こ の 出

来事を ドラマ 化 し、私たちを感情の 共同体 へ と巻

き込 んで い くの か、そ の メカ ニ ズ ム やプ ロ セ ス に

つ い て示 して い く。　　　　　　 （酒井真由子）

【付記】本報告は、科学研究費助成金 「テ レ ビ メ

デ ィ ア における言説 ・映像空間の 特性と教育世論

の 形成に関す る実証的研究 」 （課題番号 25245075
、

研究代表者 ：越智康詞）にお い てデー
タベ ー

ス 化

をすすめ て い る テ レ ビ メディ ア に よ る教育言説デ

ータの
一

部を使用する。なお 、本研究で作成 した

データは教育研究以外で は使用 しない こ とをデー

タ取り扱い ル
ー

ル と して い る。

＊ 参考 ・引用文献及び分析デー
タの 詳細は当日配

付資料を参照。
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